
令和2年度シラバス 診療放射線科
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担当教員名

飯田　聡子

30

時間数（単位数） 授業回数

15 回

年次

1 年次

講義生物学

科目名 授業形態

備考

自由記載

生物学と関連するテレビのニュースや新聞記事に関心をもって生活をしてください。また教科書や高校レベルの参考書等を利用
して、各回のテーマについて予習をしてください（高校で生物を履修していない人は特に時間をかけること）。

開講時期

前期

現代生命科学　第3版 東京大学生命科学教科書編集委員会 羊土社

生命科学技術

成績の評価法と基準

教科書

書名 著者・編集者名 出版社名

定期試験

レポート

小テスト

平常点

自由記載

生物学の諸概念や生命活動の仕組みについて説明できる点を評価基準とする。

種別 割合 評価基準・その他備考

その他

授業の目的・概要

授業計画

内容

生物の共通性と多様性

細胞を構成する分子

授業の到達目標

動物、植物、細菌といった生物の姿かたちは多様性に富んでいるが、細胞レベルや分子レベルで眺めると、例え
ヒトと大腸菌の間であっても多くの共通性がある。授業では、細胞・遺伝・シグナル伝達といった生物にみられ
る普遍的属性を中心に講義を行う。生物学の諸概念を知り、細胞増殖・生殖・発生・生体防御といった生命活動
の仕組みについて理解することを目的とする。

生物学の諸概念について例を挙げて具体的に説明する。細胞増殖・生殖・発生・生体防御といった生命活動の仕
組みについて説明する。

微生物と感染

細胞の成り立ちと細胞内小器官

タンパク質の構造と機能

遺伝情報の伝達

核酸の転写・翻訳

ＤＮＡの複製と修復

細胞増殖

減数分裂と生殖細胞の形成

シグナル伝達

がんとシグナル伝達

動物の発生

生体防御のしくみ

100%

神戸総合医療専門学校

参考文献

書名 著者・編集者名 出版社名

自由記載 授業中に資料を配布する


